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建
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全
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Ⅰ 　
目
次

序  
建
築
論
と
は
何
か

第
１
章 

ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
と
古
代
の
建
築
論

第
２
章 

中
世
に
お
け
る
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
的
伝
統
と
建
築
論

第
3
章 

レ
オ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ

第
４
章 

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
以
後
の
十
五
世
紀
建
築
論

第
５
章 

ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
の
伝
統

第
６
章 

十
六
世
紀
に
お
け
る
独
断
論
化

第
７
章 

パ
ラ
ー
デ
ィ
オ
と
北
イ
タ
リ
ア
の
人
文
主
義
者
た
ち

第
８
章 

反
宗
教
改
革
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
、
バ
ロ
ッ
ク
と
古
典
主
義
と
の
間

第
９
章 

築
城
論

第
10
章 

十
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
展
開

第
11
章 

十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
独
断
的
古
典
主
義
へ
の
途

第
12
章 

フ
ラ
ン
ス
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
創
設
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
独
断
論
の
危
機

第
13
章 

相
対
論
的
建
築
美
学
、
啓
蒙
主
義
と
革
命
的
建
築

第
14
章 

十
六
世
紀
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ

第
15
章 

十
七 —

 

十
八
世
紀
の
ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
の
建
築
論

第
16
章 

十
八
世
紀
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
の
貢
献

本
書
は
、
ウ
ィ
ト
ル
ウ
イ
ウ
ス
か
ら
現
代
に
わ
た
っ
て
記
述
さ
れ

た
建
築
論
を
通
じ
て
、
建
築
が
い
か
に
建
て
ら
れ
、
い
か
な
る

法
則
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
き
た
の
か
、
を
全
史
的
に
論
じ
た
通
史
で

あ
る
。建

築
は
実
用
目
的
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
の
美
的
な
要
請

や
支
配
層
・
施
主
の
意
思
、
意
向
を
受
け
た
建
築
家
の
総
合
的

思
想
の
表
明
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
建
て
ら
れ
た
当
時
の
時

代
背
景
・
思
潮
を
如
実
に
現
わ
し
て
い
る
。

各々
の
時
代
に
種
々
の
建
築
書
に
表
現
さ
れ
た
建
築
論
を
知
る
こ

と
は
、
当
時
の
建
築
が
ど
の
よ
う
な
思
想
的
・
物
質
的
営
為
の

み
な
ら
ず
、
社
会
・
政
治
・
宗
教
・
風
土
・
習
俗
・
権
力
構
造
な
ど
に

よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
「
時
代
精
神
」
に
よ
っ
て
構
築
さ

れ
て
き
た
か
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
歴
史
上
、
広
大
な
影
響
を
ふ
る
っ
た
建
築
書
が
、

時
代
や
現
実
や
思
潮
を
変
革
し
て
ゆ
く
象
徴
的
な
契
機
に
な
っ

た
こ
と
は
、
様
々
な
事
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

時
代
を
構
築
し
て
き
た
特
質
を
語
り
、
建
築
意
匠
・
構
造
の
な
か

に
建
築
書
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
の
痕
跡
を
解
読
す
る
こ
と
が
、

本
書
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
。

『
建
築
論
全
史
』
は
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
知
る
た
め
の
、
現
在
存

在
す
る
唯
一
、
か
つ
最
も
広
範
な
建
築
論
の
通
史
で
あ
り
、

建
築
論
事
典
と
し
て
も
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
、
建
築
論
の
全
貌
を
一

望
の
も
と
に
把
握
し
た
い
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
労
作
で

あ
り
、
一
大
金
字
塔
で
あ
る
。



第
17
章 

十
八
世
紀
に
お
け
る
古
代
建
築
に
関
す
る
書
物
の
出
版

第
18
章 

十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
貢
献

第
19
章 
英
国
に
お
け
る
十
六
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
ま
で
の
展
開

第
20
章 

庭
園
論

建
築
論
全
史 

Ⅱ 　
目
次

第
21
章 

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
と
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル

第
22
章 

十
九
世
紀
ド
イ
ツ

第
23
章 

十
九
世
紀
英
国

第
24
章 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
：
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
か
ら
シ
カ
ゴ
派
ま
で
の
建
築
論

第
25
章 

十
九
世
紀
末
か
ら
第
二
次
大
戦
終
結
ま
で
の
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
論

第
26
章 

一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス

第
27
章 

イ
タ
リ
ア
：
未
来
派
と
合
理
主
義

第
28
章 

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦

第
29
章 

二
十
世
紀
前
半
の
ア
メ
リ
カ

第
30
章 

一
九
四
五
年
以
降
の
建
築
論
傾
向

註訳
者
あ
と
が
き

参
考
文
献

索
引

［組見本］

312

第 16章　十八世紀におけるイタリアの貢献

313

の
エ
ト
ル
リ
ア
＝
ロ
ー
マ
論
を
強
化
増
す
る
た
め
に
用
い
た
。
例
え
ば
こ
の
こ

と
は
、
ア
ル
バ
ー
ノ
の
ジ
オ
ヴ
ェ
・
ラ
ツ
ィ
ア
ー
レ
神
殿
に
関
す
る
彼
の
論
評

の
う
ち
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
神
殿
の
壮
麗
さ
は
彼
の
『
ア
ル
バ
ー
ノ
古
代

都
市
︵A

ntichità d’A
lbano

︶』︵
一
七
六
四
年
︶
の
中
で
詳
し
く
図
示
さ
れ
て
い
るI
。

　ピ
ラ
ネ
ー
ジ
の
言
語
道
断
な
歴
史
構
築
へ
の
答
え
は
、
一
七
六
四
年
に
、
ジ

ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
マ
リ
エ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
彼
が
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
芸
雑

誌
︵G

azette Littéraire de l’E
urope

︶』
に
寄
せ
た
書
簡
の
形
で
も
た
ら
さ
れ
た
。

マ
リ
エ
ッ
ト
は
、
エ
ト
ル
リ
ア
人
も
ま
た
ギ
リ
シ
ア
起
源
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
美

術
も
ギ
リ
シ
ア
起
源
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
主
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
の
奴
隷
に
よ
っ

て
輸
出
さ
れ
た
と
推
測
す
るJ
。
ギ
リ
シ
ア
の
「
美
し
く
高
貴
な
単
純
性
︵belle 

et noble sim
plicité

︶」
お
よ
び
「
良
き
趣
味
︵bon goût

︶」
は
短
い
時
間
だ
け

し
か
続
か
な
か
っ
た
。ロ
ー
マ
人
の
下
で
は
、美
術
は「
滑
稽
か
つ
野
蛮︵ridicule 

&
 barbare

︶」
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
言
うK
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
点

で
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
の
立
場
の
対
極
で
あ
る
。
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
は
翌
年
、
一
冊
の
本
全

体
で
も
っ
て
こ
れ
に
反
論
し
たL
。
論
争
的
な
論
調
は
初
期
の
著
作
よ
り
も
大
い

に
鋭
い
も
の
で
あ
っ
た
︵
図
版
123
︶。
そ
の
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
は
筆
耕
マ
リ

エ
ッ
ト
の
辛
辣
な
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
絵
は
、
不
快
な

手
紙
を
書
く
マ
リ
エ
ッ
ト
の
手
と
そ
の
上
に
掲
げ
ら
れ
た
標
語
、「
こ
の
い
ず

れ
か
と
共
に
︵A

ut cum
 hoc

︶」
を
示
し
、
一
方
歴
史
に
支
持
さ
れ
た
専
門
家

と
し
て
の
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
が
、「
或
い
は
こ
れ
に
お
い
て
︵A

ut in hoc

︶」
と
答
え

て
い
る
の
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
書
物
全
体
に
、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
芸
雑
誌
』

の
補
遺
を
装
っ
た
形
を
振
り
当
て
て
い
る
。

　ピ
ラ
ネ
ー
ジ
は
マ
リ
エ
ッ
ト
の
書
簡
に
対
し
論
点
ご
と
に
彼
の
旧
来
の
見
解

を
復
唱
し
つ
つ
答
え
る
の
で
あ
る
。
彼
は
マ
リ
エ
ッ
ト
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
関
す

る
句
、「
美
し
く
高
貴
な
単
純
性
」
を
取
り
上
げ
て
、
彼
の
「
滑
稽
か
つ
野
蛮

な
手
法
」
で
も
っ
て
描
か
れ
た
新
し
い
図
の
主
題
に
関
す
る
友
人
デ
ィ
ダ
ス

カ
ロ
と
そ
の
相
手
の
プ
ロ
ト
ピ
オ
の
間
の
対
話
で
締
め
く
く
の
で
あ
る
。
こ
の

プ
ラ
ト
ン
的
対
話
篇
の
形
で
構
成
さ
れ
た
『
建
築
に
関
す
る
意
見
︵Parere su 

l’architettura

︶』
は
『
所
見
︵O

sservazioni

︶』︵
一
七
六
五
年
︶
の
不
可
分
の
一

部
分
を
な
し
て
お
り
、
マ
リ
エ
ッ
ト
の
耳
に
入
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
こ

の
書
物
の
中
心
部
分
は
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
自
身
に
よ
っ
て
冗
談
半
分
の
「
無
駄
話
」

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
るM
。

　『意
見
』
の
全
体
的
調
子
は
皮
肉
的
で
あ
り
辛
辣
で
あ
っ
て
、
い
く
つ
か
の

部
分
で
は
純
粋
な
風
刺
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
実
質
内
容
の
評
価
に
お
い
て
見

過
ご
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
は
予
防
措
置
と
し
て
彼
の
友
人
デ

ィ
ダ
ス
カ
ロ
を
し
て
次
の
よ
う
に
言
わ
し
め
て
い
る
。「
…
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
は
昨

日
、
一
つ
の
見
解
を
示
し
、
今
日
は
別
の
見
解
を
示
す
。
だ
か
ら
ど
う
だ
と
言

う
ん
だN
？
」
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
は
明
ら
か
に
挑
発
的
で
あ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

　『意
見
』
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
の
ロ
ン
ド
ン
古
物
研
究
家
協
会
︵
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
は

そ
の
会
員
で
あ
っ
た
︶
へ
の
献
辞
の
付
さ
れ
た
ヴ
ィ
ネ
ッ
ト
挿
画
と
そ
の
「
誤

っ
た
」
比
例
お
よ
び
「
不
適
切
な
」
装
飾
さ
え
も
が
両
義
的
な
の
で
あ
っ
て
、

冒
頭
に
デ
ィ
ダ
ス
カ
ロ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
主
張
、
過
度
に
装
飾
を
施
さ
れ
た

建
築
は
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
を
支
持
す
る
こ

と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︵
図
版
124
︶。
デ
ィ
ダ
ス
カ
ロ
は
、
建
築
は
批

評
家
で
は
な
く
て
公
衆
を
喜
ば
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
言
うO
。

建
築
の
規
則
を
定
め
る
の
は
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
で
も
パ
ラ
ー
デ
ィ
オ
で
も
な

く
、
そ
れ
は
慣
習
で
あ
る
︵L’uso fa legge

：
用
が
法
を
作
る
︶。
前
者
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
な
規
則
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
た
こ
と
は
決
し

て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ダ
ス
カ
ロ
は
「
綺
想
に
従
っ
て
働
く
狂
気
の
自

由P
︵pazza libertà di lavorare a capriccio

︶」
の
擁
護
者
と
自
ら
を
規
定
し
、「
原

始
の
小
屋
」
の
基
礎
的
構
成
要
素
へ
と
、
何
も
残
ら
な
く
な
る
ま
で
に
建
築
を

削
り
落
と
し
続
け
る
厳
格
主
義
者
達
に
反
対
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ロ
ド

リ
や
ロ
ー
ジ
エ
に
対
す
る
明
々
白
々
な
当
て
つ
け
で
あ
る
。「
壁
も
な
く
柱
も

な
く
、付
柱
も
フ
リ
ー
ズ
も
コ
ー
ニ
ス
も
な
く
、穹
窿
も
屋
根
も
な
い
建
築
。︵
こ

れ
は
︶
広
場
だ
、
広
場
、
太
陽
に
照
り
つ
け
ら
れ
て
、
灼
け
た
大
地
だQ
」。

　こ
の
種
の
「
厳
格
主
義
の
」
建
築
、「
そ
れ
が
単
純
で
あ
る
の
と
同
様
に
簡

単
︵tanto più facile quanto più sem

plice

︶」
な
建
築
は
人
々
が
嫌
う
単
調
さ

を
結
果
す
る
、
と
デ
ィ
ダ
ス
カ
ロ
は
言
うR
。
オ
ー
ダ
ー
の
シ
ス
テ
ム
は
廃
止
さ

図版123 ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラ
ネージ、『所見』（1765年）、表題紙

図版124 ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ、『建築についての意見』、カット（ヴィネット）、『所見』（1765
年）所収
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などで翻訳が刊行され、その反響と影響は世界的に認知
されている。

＊日本語版では 2 分冊（Ⅰ・Ⅱ）とした。原著では巻末にあっ
た図版を本文に組み込み、参照しやすい構成とした。

　Ⅱの巻末には詳細な事項索引を新たに作成、事典として
機能するようにした。

＊収録文献…1,300 件、人名採録…2,568 件。

続  刊

全二巻 セット定価 68,250円（本体 65,000円＋税） 　予約申込受付中
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